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1 はじめに

'ゆ
きちから」は耐寒雪性及び耐倒伏性の強い小麦品

種であり,製パン性や中幸めん適性に優れていることか

ら,東北南部積雪地帯である福島県会津地方においても,

積極的に作付を推進している。会津地方における小麦の

播種適期は9月 下旬～10月 上旬であるが,水稲の収穫作

業との競合から播種時期が遅延して作柄が不安定とな

り,低収量,低タンパク質の小麦年産となつている。こ

れを改善するため,水稲の収穫前の9月 中旬に小麦を播

種する早期播種法について,播種時期および施肥法を検

討した。

2 試験方法

(1)試験場所 福島農試会津地域研究支場

(2)供試品種 ゆきちから

(3)耕種概要

1)播種期 9月 15日 (播種期試験は別記 )

2)播種法 密条播 (条間30cm)

3)播種量 0 8kg/a
4)施肥量 基肥 N10,P20518,K2016,

(kg/a)  堆肥 150

迫肥 N幼 穂形成始期 と出穂期に各03
(施肥法試験は別記 )

(4)麦 踏 み 3～ 4葉期頃から10～ 14日 おきに2～ 3回

実施。

(5)区の構成  1区 123ポ ,2区制

1)播種時期の検討 (2001～ 2002年播種 )

9月 15日 ～ 10月 25日 まで10日 おきに播種。

21肥料の種類及び麦踏み効果の検討

(2003-2004年櫂棒∋

基肥窒素

(kg/a)

追肥時期及び空素
施用量 (kノ a)

麦踏み

の有無月畔ンL施用量 幼穂形成 出潮
始  期

3 試験結果及び考察

(1)播種期と生育・収量及び子実の粗タンパク質含量

の関係

播種期が早いほど成熟期が早く,収量及び子実のタン

パク質含量が増加 した (表 1,図 1, 2)。 播種期を早

めると越冬前の生育量が増加することから,雪腐病の発

生が多くなるが,収量への影響はなかつた。

(2)施肥法と生育 。収量の関係

越冬前 (11月 15日 )の生育は,2003年播種では,標準

施肥区がやや優つたが (データ省略),2004年播種では,

越冬前の気温が平年より高く推移し,降雪が平年より1

ヶ月程度遅れたことから,標準施肥区ではやや肥料切れ

の様相を呈し,肥効調節型肥料施肥 (LP麦踏み無)区の方

が生育が優つた (表 2)。

成熟期の生育は,2003年播種では施肥法間の生育の差

はなかつたが,2004年 播種では標準施肥区の生育が劣っ

た (表 2)。 標準施肥区の収量は,2004年播種で肥料切

れにより低収となつたが,肥効調節型肥料施肥区では収

量は 2カ年とも安定して高くなつた (図 3)。

(3)表踏みによる生育抑制効果及び収量への影響

越冬前の麦踏みによつて,越冬前後の過剰生育は抑制

された (表 1, 2)。 麦踏みの有無による成熟期の生育

には大きな差は見られず,収量の差も明確でなかった(表

1,2,図 3)。

(4)施肥法及び麦踏みの有無と子実の粗タンパク質含

量の関係

子実の粗タンパク質含量は,LP麦踏み区が最も安定し

て高く,次いでLP施肥区,標準施肥区の順であつた (図

4)。 標準施肥区は,年次変動が大きかつた。

4 まとめ

耐倒伏性の強い小麦 「ゆきちから」を用い,基肥に肥

効調節型肥料を利用し,表踏みで生育を制御することに

より,従来の播種適期より10日 早い9月 中旬播種が可能

となり,収量及び子実のタンパク質含量とも安定して高

まつた。このことは, 会津地方において,水稲の収穫

作業との競合から播種時期が遅延して作柄が不安定とな

り,低収量,低タンパク質の小麦生産となつている現状

を改善する有効な対策と考えられる。

区  名

標準施肥 化 成  10
P珈』E   L P40  16
LP麦踏み  L P40  16

03    03 無
無
有

む 麦踏みは,2003年播種は10/9,10/21の 2回 ,

権 は10/12,10/25,11/8の 3回節

2004年
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表 1 播種期 と生育の関係 (2002年 播種 )

踏

の
征
ヽ

麦

み
有

期

　

日

続
　
帆

出穂期 成熟期  H月 15日   3月 20日

草丈 茎数 草丈 茎数
(月 日)(月 日)(cm)(本 /ポ)(cm)(本 /nf)

成熱期  雪 腐 病 倒伏
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図 1 播種期と収量の関係

表2 早期播種の施肥法及び麦踏みの有無と生育 (2004年 播種)
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図2 播種期と原麦粗タンパク質含量の関係

試験区名 出穂期 成熟期

(月 日)(月 日)

11月 15日

草丈 茎数
(cm)(本 /nf)

葉 色       成熟期
4/10  5/ 8  6/ 5
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施肥法及び麦踏みの有無と原麦

粗タンパク質含量との関係

図 3
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図 4


